
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

アルジェリア、オーストリア、バングラデシュ、ブラジル、カーボベルデ、中央
アフリカ共和国、チリ、コモロ、コンゴ、コスタリカ、コートジボアール、★キ
ューバ、コンゴ民主共和国、エクアドル、エルサルバドル、フィジー、ガンビア、
ガーナ、グアテマラ、★ガイアナ★バチカン市国、ホンジョラス、インドネシア、
アイルランド、ジャマイカ、カザフスタン、キリバス、ラオス、リビア、リヒテ
ンシュタイン、マダガスカル、マラウイ、マレーシア、★メキシコ、ナミビア、
ネパール、ニュージーランド、ニカラグア、ナイジェリア、パラオ、★オアレス
チナ、パナマ、パラグアイ、ペルー、フィリピン、セントビンセント及びグレナ
ディーン諸島、サモア、サンマリノ、サントメ・プリンシペ、南アフリカ、★タ
イ、トーゴ、ツバル、ウルグァイ、ブァヌアツ★ベネズエラ、ベトナム 

核兵器禁止条約に署名した国は５７カ国（3月 27日現在） 

禁止条約は、５０カ国目の批准書が国連事務総長に寄託されてから 90 日後に
発効します。左はベネズエラの国旗。★が批准国 

岡山県原水協は 4 月度（第
103回目）の６・９行動を 4
月 9 日に行いました。この日
の行動には、県労会議、岡山市
職労、県人権連、新婦人、県医
労連、中尾代表ら１０人が参
加しました。中島事務局次長
（人権連）は、ポスターの賛同
者に名を連ねている「高畑勲
監督の意志を引継ぎ核兵器の
ない世界を。署名にご協力を」
と訴えました。伊原県労事務
局長は「核兵器禁止条約批准
国が７カ国なりました。核保
有国は相変わらず熾烈な核開
発競争を行っています。北朝
鮮の核開発を口実に、核の増
産、こんなことで世界平和を
実現することはできません。
国際的な『核廃絶の世論』」を
広げましょう。日本はその責
任があります」と呼びかけま
した。昼休みの短時間の行動
でしたが１７筆の署名が寄せ
られました。 
（写真右３枚 ６・９行動の模様 

 2018/4/9 岡山駅西口サンステ前） 

12月議会で継続審議扱いになっていた倉敷、

新見、吉備中央の各議会が意見書を採択しま

した。（倉敷市は趣旨採択）この結果県内２５

議会に提出した意見書は県内１８議会で採択

されました。 


